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エネルギー・環境新技術先導プログラム／
トリリオンセンサ社会を支える

高効率ＭＥＭＳ振動発電デバイスの研究

平成２８年度
第６回高効率ＭＥＨ研究会

研究項目：『④交通インフラでの振動発電デバイスの
導入開発』

平成２８年１１月１４日（月）
１４：００ ～ １９：００

技術研究組合ＮＭＥＭＳ技術研究機構（MEH）
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構造物の劣化に伴う固有振動数の変化をモニタリングでき、かつ自己発電可能な振動発
電インフラ劣化振動デバイスの開発を行う上で、インフラ施設における劣化前と劣化後に
起因する振動データ取得方法等の研究を共同で推進する。

対象施設：橋梁を含むコンクリート構造物ならびに標識・照明等の付属物

インフラ施設および設備への展開

設置後１年程度の附属物
のアンカーボルトのゆるみ
（国土交通省H26）

加速度データに基づく変
状検知（卓越周波数の変
化）やボルトの緩みによる
傾斜計測データの取得に
関する検討が進められて
いる。

振動による（卓越周波数）を信号
（データ・発光）として発信することで
維持管理作業フローの一部とする。
⇒ 床版／桁／標識（柱・デリネータ）
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管理上の性能限界

現在

周波数の低下

高効率振動発電デバイスによる広帯域モニタリング
• 交通イベント毎の異常検知 VS 定常的な固有振動
• ワイヤレスデータ転送（データ） VS 発電量に依存した発光
• 異常検知=周波数分布×発電量の変化×季節変動
• ポアソン過程を考慮したイベント発生と電力量の変化

B1 B2 B3

温度変化による分布

発電量

t

異常
検知

振動発電デバイスと振動による損傷検知の概念
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・劣化に伴う橋の固有振動の変化計測（大門橋）
取り壊し手順に従い計測手順の決定する。取り壊しながら計測を行い、

固有振動の変化を把握する。
⇒11/2（水）地元工事住民説明会を実施済

・実橋における振動発電素子の発電実験（大枝高架橋）
振動計測・発電量試算等を行った橋梁において、多極型（静大）を実際

に設置して発電量計測を行う 。（10月3日午後）

現在の進捗状況
現地計測（大枝高架橋と大門橋）
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京都府内の点検結果
判定区分Ⅳのリスト
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京都府京丹後市にある「大門橋」が撤
去される。（12月予定）

床版～主桁撤去の工程において、床版
部をコンクリートカッター、ワイヤソーを
使用して撤去、切断撤去時の応力開放
時や主桁切断撤去作業時における前後
の固有振動の変化から、橋梁の損傷と
固有振動の変化を計測・解析する。

大門橋の架け替えに伴う振動計測
判定区分Ⅳのリスト

第一段階：着手前における調査
（現況）

第二段階：上部工を一部撤去した
段階での調査

12月中旬には左岸側から着手

イメージ
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鋼箱桁橋（大枝高架橋）
（3分間計測、サンプリング 1000 Hz)

大枝高架橋（10/3）の計測結果

計12回測定（床8回、天井4回）

振動発電素子の実測実験

床（8回）

天井（4回）

床

加速度
センサ

発電素子

天井

加速度
センサ 発電素子

箱桁内の床と天井における振動環境

加
速

度
(m

/s
2
)

時間 (s)

振
幅

周波数 (Hz)

最大振幅 0.935 m/s2 卓越周波数：45 Hz

最大振幅:

0.579 - 0.938 m/s2

卓越周波数:

45Hz

床（8回）計測

最大振幅 0.796 m/s2
卓越周波数：15 Hz

最大振幅:

0.728 - 1.28 m/s2

卓越周波数:

15Hz

天井（4回）計測
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